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1.  はじめに  

ラテン語で黄色を意味する luteus に由来する lutein（ルテイン）は、その由来のとおり黄色を呈するカロテノドの一種です [1]。しかしな

がら、クロロフィル（葉緑素）とカロテノイドの濃度について確立されている相関関係から、野菜や果物の緑色が濃くなればなるほどクロロフィ

ルのみならずカロテノイドの含有量も高くなるとされ [2]、とりわけルテインについてはその多くが濃緑色野菜に存在しています。 

 

ヒトの血液中に見出される他の食事性カロテノイド同様、ルテインは肝臓、肺、乳房、子宮頸部、前立腺、大腸、皮膚などの主要な臓器

に存在するほか [3-5]、同じキサントフィルのゼアキサンチンと共に黄斑色素を構成する食事性カロテノイドの一つとして、私たちの視覚と密

接に関係する網膜組織に局在し、重要な役割を果たしていることが、これまでに発表された多数の研究で示されています。 

 

2.  ルテインの供給源 

米国農務省の研究グループが過去に発表したデータベースから主要な食品にお

けるルテイン・ゼアキサンチン量（L＋Z）およびゼアキサンチン（Z）量を比較す

ると、他の研究でも報告されているように、ルテインはケール（図 1）を筆頭に、

ホウレンソウ、カブラ菜、コラードといった濃緑色の葉物野菜にきわめて豊富に含ま

れていることがわかります（図 2）[6,7]。 

 

同じデータでは 「ケール（生）」 のゼアキサンチン（Z）含量表示がなかったため

図 2 で他の食品と同様の比較ができませんでしたが、ルテイン＋ゼアキサンチン

（L＋Z）含量は可食部 100 g あたり 39,550 μg と 「ケール（ボイル）」 のさ

らに 2.5 倍強の高値が記載されており、一般に入手可能な食品のなかで 「ケー

ル（生）」 がルテインの最も豊富な供給源とされています。 
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図2.  各種食品に含まれるルテイン(L)・ゼアキサンチン(Z)量の比較    ［単位：μg / 可食部100 g］ 
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図 1.  ケールの葉 



表 1.  ヒトの主要臓器における食事性カロテノイドの分布 

食事性カロテノイド 

ヒトの組織・皮膚における各カロテノイドの平均濃度 (ng/g) 

肝臓 (n=3) 肺 (n=3) 乳房 (n=3) 
子宮頸部 

(n=3) 

前立腺 

(n=9) 
結腸 (n=3) 皮膚 (n=3) 

α-カロテン 67 47 128 23.6 50 128 8 

β-カロテン (シス異性体含む) 470 226 356 125.3 163 256 26 

γ-カロテン - - - - 48 - 20 

リコペン 352 300 234 95.0 374 534 69 

ζ-カロテン 150 25 734 57.2 187 134 13 

フィトフルエン 261 195 416 106.3 201 116 15 

フィトエン 168 1,275 69 - 45 70 65 

α-クリプトキサンチン 127 31 23 4.0 32 21 - 

β-クリプトキサンチン 363 121 37 24.3 146 35 - 

ルテイン (シス異性体含む) 1,701 212 90 23.8 128 452 26 

ゼアキサンチン (シス異性体含む) 591 90 14 - 35 32 6 

［文献 3-5 より引用改変］ 

 

3.  ルテインの独特な体内分布 

ヒトの血清および母乳中に存在が認められる約 25 種類の食事性カロテノイドの一つであるルテインは [7]、さらに主要な臓器においても独

自の分布を示すことがこれまでに行われた複数の研究から明らかにされています（表 1）。 

 

このカロテノイドのユニークな点は、同じ食事性キサントフィルカロテノイドのゼアキサンチンと共に私たちの眼の水晶体と網膜に局在する 2 種

類のカロテノイドの一つであるというところにあるでしょう（図 3）[8]。のちにルテインおよびゼアキサンチンと呼ばれるようになったこれら 2 種類

のキサントフィルが網膜の黄斑部に存在する黄色い色素であることを Wald 教授が 1945 年に確認したことから [9]、これらを黄斑色素と総

称することもあります。 

 

2000 年代に入り、眼の生理学についてより優れた洞察を得るためにユタ大学 Moran Eye Center の Bernstein らの研究グループがメリー

ランド大学の Khachik らの研究グループと共同でヒトのすべての眼組織における食事性カロテノイドとそれらの酸化代謝物の全種類につい

て同定・定量化を行う試験を計画しました。 

 

得られたデータから、ルテイン（L）は網膜、網膜色素上皮 (RPE) - 脈絡膜、毛様体、虹彩の順に高濃度存在し、また、網膜黄斑部以

外の部位ではゼアキサンチン（Z）を上回るレベルで局在していることが明らかになりました [8]。 

 

同じく、「食事性カロテノイド」としてはルテインとゼアキサンチンの 2 種類しか存在が認められない水晶体においても [10]、ゼアキサンチンはル

テインとほぼ同じ割合で見出されています［L/Z 比：1.2］。 
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図3.  眼の主要組織における黄斑色素のレベルと割合    ［文献8より引用改変］ 
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4.  AMD に対する保護的役割 

インドのベンガルールに拠点を置くフィトケミカル製品のメーカ

ーであるカトラ・フィトケム社（Katra Phytochem Pvt. Ltd.）

は、2013 年 11 月に米国ラスベガスで開催された国際展

示会 SupplySide
® 

West 2013 のセミナー（VendorBrief 

Presentations）にユタ大学 Moran Eye Center のポー

ル・S・バーンスタイン教授を招き、最新の知見と共に加齢黄

斑変性に対する黄斑カロテノイドの保護的役割に関する講

演を披露しました [11]※。 

 

人口の高齢化と生活の欧米化により日本でも近年著しく

増加し、失明原因の第 4 位にまでなった加齢黄斑変性

（AMD）は [12]、通常 50 歳より上の高齢者によくみられ

る病態で、視野の中央部（黄斑部）の視力喪失を引き

起こします（図 4）。 

 

AMD は先進諸国における失明の主因とされ、長寿化の結果として、その有病数は増加するおそれがあります。このことが、将来における視

覚機能障害の懸念を強めています。キサントフィルと呼ばれる含酸素カロテノイド（oxygenated carotenoid）のルテインとゼアキサンチン

は、この疾患の発生率の低下および進行の遅延にきわめて重要な役割を果たす主要な色素であることがよく知られています。 

 

これらカロテノイドのサプリメントの消費、血清濃度の上昇、および体組織、とりわけ網膜における特異的分布により眼の健康にもたらされる

ベネフィットを裏付けるだけの十分な証拠が集められてきました。黄斑色素濃度の上昇が AMD の遅延にとどまらず病状の好転とさえ関連

している可能性のあることが明らかにされています [13]。 

 

※ 同講演の日本語版抄録がございます。ご希望の方はお申し付けください。 
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図 4.  黄斑部における黄斑色素の集積イメージ 


